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�　本日午後４時３０分よりガバナー・ガバナー

補佐をお迎えして、会長幹事会を開催いたし

ました。

�　本日は留萌祭りの最中、後祭りです。忙し

い中での３クラブ合同例会に出席ありがとう

ございます。

１）国際ロータリー第２５１０地区より１０月２０～２１

日、函館市で開催されます地区大会の案内が

来ています。

２）滝川ＲＣより活動計画書、前年度活動報告

書が届いています。

３）深川ＲＣより活動計画が届いています。

会報受領先

・・深川ＲＣ　　№２３６４号～№２３６５号

・・砂川ＲＣ　　№１８２１号～№１８２３号

ゲスト

　国際ロータリー第２５１０地区

　　　ガバナー　酒井　正人様（函館五稜郭）

ビジター

　国際ロータリー第２５１０地区

　　　第１グループガバナー補佐

　　　　　　　　舟橋　隆宏様（羽幌）

�������　　　　　　　西谷（英）委員長

　あんどん祭りまであと２週間となりました。

明日よりあんどんの製作を行いますので、会員

皆様のお手伝いをお願いします。数は力ですの
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で、皆様のご協力をよろしくお願いします。

�������　　　　　　　　　澤田委員長

「弁護士　ポールＰハリス」

　法の世界では平和自由人権が最高の目的です

が、平和を追求するには刑事事件に該当するよ

うな事も必要であり、場合によっては国家社会

との闘争も避けられない事もあります。

　弁護士の業務はこうした両面を持ち合わせて

いなければならず、ポールハリスはロータリー

が「４つのテスト」を掲げているために闘争は

好まなかったと思われます。

　１８９６年（明治２９年）に５年間の経験を終えた

のち弁護士事務所を開設した同氏は、看板を掲

げることと商売とは別だと気付き、愕然としま

した。当時シカゴには顧客獲得に奔走する弁護

士が２万人以上もいたといわれていたからです。

　ハリスが悪戦苦闘している年に、破産法が議

会を通過し、その法律の巧みな運用によって閑

散としていた事務所が急激に活気付き、「ハリ

ス・ドット法律事務所」を設立拡大しました。

　ハリスは、シカゴの弁護士会、記者クラブ、

ボヘミヤンクラブ会員として、また商工会議所

でも活躍しました。クラブでの職業分類は弁護

士、法人不動産相続となっており、刑事事件や

家庭問題の訴訟がらみのものは手掛けず、法律

コンサルタントに重点を置いていたようです。

１９４７年（昭和２２年）７７才まで法律事務所の仕事

を続けました。

・・お世話になります　　　　　　酒井ガバナー

　前　回　　２１１，０００円

　今　回　　　５，０００円

　累　計　　２１６，０００円

�������	
��　　　　　酒井ガバナー

　先ほど会長幹事会を開催し、３クラブの活動

等についてお話を聞かせていただきました。そ

の中で、３クラブが他のクラブとは少し違う所

に気が付きました。１つのクラブは小さなクラ

ブで、後の２つのクラブは、１つは会員減少が

進んで現在止まっているクラブ、もう１つはこ

こ数年同じ位の数を維持しているクラブです。

それは最近会員減少が叫ばれる中、会員が減っ

ていないという素晴らしい事で、この秘訣を３

クラブに教わりました。これは他のクラブにも

教えなければならないと思います。一番驚いた

のは、たいてい新会員を入れる場合は騙して入

れるのが多いですが、実は私もガバナー補佐を

引き受けさせられた時などは、仕事は楽だから

引き受けてくださいと言われ、後になってこん

な事聞いていなかったと思いました。多分舟橋

さんもそうだったと思います。ガバナーを引き

受ける時も、こんなにきついものだと思いませ

んでした。これは騙してでもつながなければな

らないという気持ちが大きかったのだと思いま

す。しかしながら、びっくりしたのは会員を増

強するのに、ロータリーの本筋・本音を話して

新会員を勧誘したと聞いたことです。最近はや

もすれば入ってくれるだけで良いとか、入らな

ければ仕事を回さないと言って入会させるのが

多く、仕事が忙しくて普段出て来れないのでは

と思うような人を説得して入会させ出席させる

という、ロータリーの王道での勧誘を実行して

いる事に感銘を受けました。やもすれば、無理

やり入れた会員は最近マスコミを騒がすような

ロータリアンとしては如何なものかと思うよう

な、つまりロータリーの理念に反する会員も出

てきていますが、この様な勧誘においてはその

様な会員は出てこないだろうと思います。この

ような事から３クラブとも立派な活動をされて

おり、今後益々発展される事を期待いたしてお

ります。

　さて今年の１月２９日から２月３日まで、アメ

リカ・カルフォルニアのサンディエゴで、国際

協議会が開催され、世界５３２地区からガバナー

エレクトがあつまり、そこでウィルフリッドＪ

ウィルキンソンＲＩ会長（当時はエレクト）が

今年度のテーマの「ロータリーシェアーズ」を

発表されました。本来ですと数日後に日本語訳
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が発表されるのですが、近年は発表と同時に

「ロータリーは分かちあいの心」という日本語

訳も発表されました。じつは私はこの訳につい

て少し疑問を感じております。ロータリー、

シェアーズつまりこの２つの単語が日本語訳で

はロータリー、分かちあい、心と３つの単語に

なっているという所です。他の国の単語を見ま

すと、韓国語などは読めませんが、大抵が２つ

の単語になっていました。日本語だけ３つの単

語で、この心という文字が入っていたからです。

ロータリーは分かちあう、共有するという意味

だと思いますが、この心を持てという意味なの

かもしれませんが、日本特有の哲学的表現であ

り、良いか悪いかは判断できませんが、実際は

その心の後に「心を持って行動」という言葉が

隠れているのかもしれません。さてこの「ロー

タリーシェアーズ」複数形のＳで（２つ以上あ

るという意味）ですが、これはいったい何なん

でしょうか。１つはロータリーは分かちあう。

もう１つはロータリーを分かちあうです。つま

りロータリーは分かちあうという事は、皆さん

の持ってる、時間・才能・知識・資金を分かち

あう。それと同時に思いやりと情熱、恵まれな

い人を助けよう、より良い世界を築こうという

決意と情熱、そういったものがロータリーは分

かちあうなのだろうと思います。いわゆるロー

タリーの奉仕であり、国際奉仕もあれば、青少

年奉仕もあり、社会奉仕もあります。つまり

ロータリアンの持っている力を分かちあうとい

う事だと思います。もう１つはロータリーを分

かちあうですが、これはロータリー組織の未来

のために後継者を育成しなければならない、未

来のロータリーのためにロータリーを分かちあ

うという事です。クラブは年々平均年齢が上

がってきております。新しい会員を入会させな

ければ、最後は終結してしまいます。ここで１

つの例がございます。神奈川湘南ロータリーク

ラブです。ちなみに皆さんは社長とか、専務と

か支店長とか、全ての人が経営に携わる方々ば

かりだと思います。神奈川湘南ロータリークラ

ブは、全ての人が経営に携わっている方ではあ

りません。じつは全てサラリーマンですが皆が

財団学友の方々なのです。従いまして給与も知

れていますので、確か年会費は７万円だったと

思います。当然の事として財団や米山、その他

の活動資金が足りなくなります。それを補うた

めにチャリティーを行なうそうです。自分達で

楽器を弾いて音楽会を開いたりしてその益金を

寄付金に当てているそうです。この方々は経営

者ではありませんので時間の自由がききません。

財団学友ですので語学力は堪能で、海外へ出て

バリバリ仕事をしています。例会に出席出来な

いことも多いそうです。そこでインターネット

を使ってのテレビ電話のようにして参加をして

活性化を図っているそうです。食事も皆が持ち

寄って食べているそうです。これはＲＩでも話

題になってＲＩ会長も視察に来たそうです。そ

れで直接は関係ないのだと思いますが、今年４

月に行われた規定審議会で０７－５７の制定案とし

て通ったそうです。この７月１日から発行され

る手続要覧にはそのまま載るようです。内容は、

ロータリー財団学友が正会員となる事を認める

件ということです。湘南ロータリークラブは経

営者ではない学友が作ったクラブですが、私た

ちの様なクラブでも経営者でなくても学友であ

れば入会が可能となったことです。さて話は戻

りますが、ロータリーシェアーズ・ロータリー

を分かちあうですが、これは不要になったもの

を分かちあうのではないのです。たとえばおな

かを空かした人に食事を施すのではなく、お金

を渡したりするのではありません。一番自分が

大切にしている物を分け与えるのです。つまり

食卓を共有するという事、おなかを空かした人

がいたなら、この場に招き入れるという事です。

これがシェアーズです。日本語で言えば私は分

かちあうより共有する、のほうが良いのではと

思います。シェアーズという言葉の意味は色々

な使われ方をします。割り勘もそうです。そう

いう事で日本語訳では、ロータリーは分かちあ

いの心…の後に、をもって行動していただきた

いとなるのだと思います。

　話をもどしますが、私が国際協議会で大変感

動した事があります。ＲＩ会長がガバナー５３２

人に向って言った言葉です。その気持ちを共有

出来るのならイエス・イエス・イエスと言って

くださいとの事で、握りこぶしを突き上げて言
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いました。

　○ロータリーを愛していますか。

　○ロータリーに奉仕しますか。

　○ロータリーを分かちあいますか　です。

　また、ＲＩ会長がスピーチの中で朗読をした

詩があります。スティファングレイと言うかた

の詩です。

　この人生はたった１度かぎりの旅だと思うか

ら、私に出来る良いこと、私がして上げれる親

切なら、どんな事でもさせて下さい。再び引き

返してくる事がないのなら、先延ばししたり、

等閑にしたりしたくはないのです。

　これは今のロータリーは今しかなく、今年度

のロータリーも今年度しかないという事なので

す。今出来る事は今しましょう。という意味だ

と思います。これについては私は帰国してから

ネットで調べましたが、別な訳がありましたの

で、それもお話いたします。

　この人生は１度しかない。だから私に出来る

親切な事や、良い事があるのならば、後にでは

なく、今やらせて下さい。二度と通らぬ人生の

旅路だから　です。

　さて、今年度も皆様に毎年１００ドルをという

皆様も耳にタコが出来るくらい聞いておられる

事をお願いしていますが、今日はこの話は置い

ておきまして、ロータリー財団でもう１つ今出

来る事をお願いします。それは各クラブの会長

幹事さんにお話をさせていただきました。それ

はロータリーカードでございます。これも皆さ

ん耳にタコが出来るだけ聞いたことがあると思

います。これはオリココーポレーションが発行

しているマスターカード年会費は無料です。

ゴールドカードになりますと年会費６千円かか

りますが、入会金もありません。これに日本の

ロータリアン５０００名の方々が持っていただくと

使用額の０．３％がロータリーの財団にバックさ

れます。現在日本で４８２６名（６月２５日現在）で、

昨年このカードの使用が６億２千万円が使われ

ており、５０００名の会員が揃っていたら財団には

約１８００万円が入っていたはずなのです。あと会

員１７４名の会員が入会していただければ、財団

の資金となります。ちなみに２５１０地区では３４０

名で日本で５番目となっております。ぜひ皆さ

ん、お金のかからない奉仕ですので、ご協力を

お願いします。

　最後に規定審議会についてふれ、終りたいと

思います。規定審議会は３年に１回開催されま

すが、今年度は４月２２日から２７日までの間、シ

カゴで開催されました。当地区からは伊藤長英

ＰＧが出席されました。３００数件の議案が出さ

れ、立法案と決議案として通りますと、立法案

は法律ですので、７月１日から施行されます。

決議案はその案件を理事会に送られます。ここ

で吉報ですが、立法案で日本のロータリアンが

最も望んでいたことが通ったという事です。そ

れは四大奉仕という言葉と内容がロータリーの

標準定款に取り入れる件、というのが決まりま

した。従いまして今年度発行の手続要覧に掲載

され、皆様のクラブ定款にも載ることになりま

す。これはＲＩ理事会提案ですが、日本の理事

が提案した事です。また残念な事もあります。

ＲＩの第２標語である文言がゼイではなくヒー

かシーとする件では決議案は通ったのですが３

年後まで持ち越しとなったそうです。これは英

語圏では馴染まないとの事で、３年後にはワン

にして検討する事になったそうです。これは複

数形か単数かという問題で、ロータリーは単数

であるということを言っているのです。

　最後に２つお願いがございます。１つは来年

６月１５日～１８日に開催されるロサンゼルス国際

大会への出席でございます。お金と時間がかか

りますが、分かちあいの心で何卒出席をお願い

したいと思います。ちなみに、当地区の出席要

請は１３５名となっております。今まで達成した

事はありませんので無理とはわかっております

が、半分でも達成したいと思っております。よ

ろしくお願いします。もう１つは１０月１９日のゴ

ルフ大会から始まり、２０日の本大会、２１日のセ

ミナーでございます。この地より５００キロと大

変離れてはおりますが、これも分かちあいの心

で宜しくおねがいします。最後にロータリー家

族として家族での参加も期待しております。

　食事を前にしてお話をさせていただきました

が、どうぞ１年間よろしくご協力の程お願い致

します。

　（写真は次週掲載します）
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